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1 . 緒言
営 繭 時の蚕の行動特性を明らかに し ， これを

フレ ッ キシブ、ルな繊維製品構築法の開発に利用
す る 研究を進 めてい る 。 すでに， 繭作り中に見
られ る 蚕体の固定と移動のパターンを， 確率モ
デルにより表わ し ， その特性を捕らえ る 試みを
行った。 その結果， 交代確率過程モ デ、ルを提案
す る ことができた (MIURA et a1.勺 1999) ま
た， 三次元 グ ラ フィ ッ クスを利用 した蚕行動を
視覚的に捕らえ る ため の 吐糸行動解析システ ム
が ， すでに本研究者らによりワ ークステーシ ョ
ン上で開発され， 行動解析研究に利用されてき
た。 し か し， このシステ ム は特定の機種に依存
す る 三次 元 グ ラ フィ ッ クスラ イ ブ ラ リを使用 し
てい る こと， 高価な ワ ークステーシ ョ ンを用い
てい る ことなどで汎用性に少 し 難点があった。
さらに， 本研究プロ ジ ェ ク 卜 で、の確率モ デ、ル構
築の成果を取 り込む必要があった。 最近の安価
なパ ソ コ ン上でも汎用性のあ る グ ラ フィ ッ クス
ラ イ ブP ラ リ が {吏 え る よ う に な っ た た め ，
Windows N T 上でこれま での難点を克服 したシ
ステ ムを新たに開発 した。

2 .  方法

汎 用 性 の あ る シ ス テ ム 構 築 の た め ，
Windows95/98/NT がインストールされてい る
パ ソ コ ンで動 作す る ことを条件と した。 ま た ，
本システ ム のこれからの 改 良 発 展 を 考慮 し ，
種 々 の処理をク ラ ス化， オ ブF ジ ェ クト化 し ， 基
本ク ラ スからの継承により ソ フト ウ エアが拡張
でき る ことを基本と した。 また， 解析での基本
モ ジ ュ ール を コ ン ポー ネ ント 化 し ， Delphi， 
V isual Basic， C++Builder な どの言語で簡単に

利用でき る ようなものと した。 三次元 グ ラ フィ
ッ クス ラ イ ブ ラ リ と し ては Direct3D および
OpenGL の利用を検討 し ， ここではプロ グ ラ ミ
ン グ が 簡 単 な OpenGL を用 いた。 ただ し ，
OpenGL は本来オ ブ ジ ェ ク 卜 型でないため ， 最
初に ワ イン ド ワ ズの グ ラ フィ ッ クデ、パイス設定，
描 画基本命令をク ラ ス し ， このク ラ スを継承す
る 吐糸行動描 画ク ラ スを作った。 また， 吐糸行
動解析の各種統計処理が簡 単にでき る ようなシ
ステ ム を目指 した。 開発には ウ イン ド ワ ズ上で
広 く 使 わ れて い る オ ブ ジ ェ クト 型 開 発 言 語
Delphi を用いた。

3 .  結果

開発 したシステ ムの基本インターフェ ースの
画面を第 1 図に示 した。 通常では， データ入力，
解析方法， その他システ ムの流れの 中 心とな る
メ インパ ネルが画面左上に表示され， 左 下に計
算 ウ イン ド ワ ， 中 央上に情報 ウ イン ド ウ ， 中 央
に 2 つの グ ラ フイ ツ ク ワ イン ド ワ が表示され る 。
さらに， グ ラ フィ ッ クスの回転， 移動などのた
めの操作ノfネ ノレが表示され る 。 これらの ウ イン
ド ウ はメ インパネ ノレにあ る ペー ジセレク タ をマ
ウ スクリ ック し ， グ ラ フ ィ ッ クス表示を行うか
計算処理を行うかを決 め る ことで， 自動的に計
算 ワ イン ド ワ と グ ラ フィ ッ ク ワ イン ド ウ の位置
や大きさが変化す る 。 第 l 図 は蚕体の固定場所
と 移動を連続的に表示す る とともに吐糸位置を
表示 した例を示 してい る 。 ウ イン ド ワ には蚕の
体の向きおよび移動距離を表示す る とともに，
吐糸位置から行動 中心および行動の主方向を計
算 した結果を表示 した。

第 1 図 開発 した行動可視化シス テ ム 実行画面

4 .  考察

本研究で開発 した営 繭行動可視化システ ム は，
通常のパ ソ コ ンで動作す る とともに， 各種の処
理をオブ ジ ェ クト化したた めク ラ ス継承により
容易に拡 張す る ことができ る 。 これからの研究
遂行上 ， 重要な役割を果たすものと考え る 。
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